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★学年登校日の様子 ５/７（木） 
３学年は体育館で約４５分ほど集会と書類の提出と配布を行いました。窓を全開にして、椅子の距離

をあけて３密を避けながら行いました。生徒たちはとても元気そうで、ひと安心。何人かの生徒に家で

の様子を聞くと、「勉強してます！」「ゲームしてます！」「暇です・・・」などさまざまな反応が返ってきまし

た。各先生から、家での過ごし方や、学習の取り組み方についてお話がありましたが、真剣な表情で聞

いていました。 

  

  

★「ウイルスの次にやってくるもの。それは、恐怖からくる猜疑」 
 コロナウイルスの感染がもっと広がったら・・・自分や家族が感染したら・・・心配は尽きません。 

でも、本当に怖いのは、恐怖が原因で他人を疑い、差別する心です。 

集会の中で、「ウイルスのつぎにやってくるもの」、という日本赤十字社のビデオを視聴しました。 

それは、感染した人を差別したり、怖がるあまり心が病気になってしまい他人を傷つけあったりする社会にな

ってしまうこと。現在、病院関係の人や感染した人が地域で非難されたり、感染したとデマを流して傷つけたり

という問題が、もうすでに起きています。私たちはどうしたらよいでしょうか。 

動画では、恐怖に飲み込まれないためのアドバイスがありました。 

「恐怖が苦手なものは、笑顔と日常だ。家族や友人と電話して、

笑おう。いつのものように、きちんと食べて、眠ろう。」 

「恐怖は、誰の心の中にもいる。だから励ましあおう。人は団結

すれば、恐怖よりも強く、賢い。」 

★主任の独り言・・家族が一緒に過ごす時間が増えて楽しいこともあるけど、ついキツイことを言って

雰囲気が悪くなることもあるのでは？私は、「人のやることに口出さない。自分のやることに人を巻き込

まない。」という結論に至りました。ドラえもんの新聞広告「のび太になろう」を髙瀬先生から教えても

らいました。何もやらず、のんびりする日があってもいいよね。家にいることが良いことなのだから。 


